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岩手県胆沢扇状地の散居型農村生態系を構成する孤立林の植生
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Vegetation of isolated forests in the agro-ecosystem on Isawa Alluvial Fan, Iwate Prefecture

Kohei FUKUOKA, Yoshihiko HIRABUKI and Yuji ARAKI

　要旨：伝統的な暮らしに裏打ちされた散居型農村生態系が広がる岩手県の胆沢扇状地で、生物・

景観多様性のあり方に強い関与が示唆された孤立林の植生状況を調べた。85 方形区を設置して

の植物社会学的な調査から、アカマツ植林、コナラ林、スギ植林、ハンノキ林の４群落を抽出し、

個々の種・生育形組成や階層構造の特徴を明らかにするとともに、立地や人為との関わりについ

て分析した。
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１．はじめに

　緑に囲まれた家屋が広大な水田地帯に島状に散在す

る　― 岩手県胆沢扇状地の景観は、このような散居

集落によって特徴づけられる。そしてさらに目を凝ら

すと、これら散在する一戸一戸の農家のほかにも、小

斑状や帯状に分布する緑地があり、その内部に様々な

動植物の営みを認めることもできる。こうした小規模

な森林植生は屋敷林や農用林と呼ばれ、伝統的な農村

景観に不可欠な要素として、地域の風土に深く根づい

た存在となってきた。

　わが国を代表する胆沢扇状地の散居型農村景観に

ついては、基盤となる扇状地の地形特性や形成史、開

発の過程、屋敷の形態、屋敷林の分布状態など、これ

まで多くの研究がなされてきた（村田、1939； 池田、

1966、1972； 岡村、1991； 稲垣、2001； 三浦・竹原、 

2001； 三浦ほか、2001； 竹原ほか、2001）。しかし、

屋敷林に限定することなく、扇状地全域の森林植生を

対象とした生態学的な研究は未だなされていない。そ

こで本研究では、（１）孤立林を植物社会学的な手法

によって調査・分析し、識別された群落の生態的特性

（種組成や生育形組成、階層構造など）を明らかにす

ること、および（２）個々の群落の成立と立地（海抜、

微地形、土壌）や人為（伐採、林内空間・有用植物の

利用）との関わりを把握することを目指した。

　近年、里山や里地、屋敷林に代表される農村生態系

の保全や活用を目的とした学際的研究が盛んに行われ

るようになり、またそれらは、自然・環境教育のフィー

ルドとしても注目を集めるようになってきた（石井

ほか、1993； 亀山、1996； 鷲谷・谷原、1996； 守

山、1997； 武内ほか、2001； 広木、2002； 平吹ほか、

2003）。本研究もこうした視点から実施されたもので

あり、胆沢扇状地に広がる散居型農村生態系における

生物・景観多様性の創出機構の解明や自然・環境教育

のプログラム構築に対して、有用な情報を与え得ると

考える。

２．調査地の概要

　胆沢扇状地は岩手県の南西部にあって（39 5゚′N、

141 5゚′E）、その扇頂は胆沢町市野々（海抜約 240 ｍ）

に位置し、扇端は水沢市八幡から衣川村森下（海抜約

40 ｍ）にかけて、北上川に沿うように弓なりに広がっ

ている。扇状地の開きは約 50 、゚扇頂から扇端までの

距離は 17km 前後で、総面積が約２万 ha に達するわが

国最大級の扇状地である。また、この扇状地はおおむ

ね西から東に向かって緩やかに傾斜しているが、南北

方向においても段階的に下降する地形が顕著で、上位・
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高位・中位・低位の４つの河岸段丘が識別されている

（中川ほか、1963； 三浦ほか、2001）。そして、この

地形形成に大きく関わった胆沢川は、扇状地西方に連

なる奥羽山脈の険しい山々に端を発し、扇状地の北縁

を東流している。また、扇状地の南東部および南縁で

は、北上川や衣川、それらの支流が生み出した急峻な

段丘崖や開析谷が顕著であることも、本地域の大きな

地形的特徴である。

　開拓の歴史や土地利用の状況、集落の密度は段丘面

ごとに異なっており（池田、1966； 斉藤、1978）、もっ

とも早く鎌倉時代に開拓が始まったと考えられている

低位段丘面では、水田が卓越し、家屋密度が高く、森

林としては小規模な屋敷林が散在するのみである。他

方、より高位の段丘面ほど開拓時期は遅く、牧草地や

果樹園の面積が増え、家屋密度は低く、残存する林

分の占有面積が大きくなる傾向にある（池田、1972； 

三浦ほか、2001）。

　植生地理学の立場からみると、胆沢扇状地は冷温帯

落葉広葉樹林帯（ブナ帯）の下部、中間温帯（鈴木、

1961）との境界域を含む領域に位置しているとみなさ

れる（吉岡、1953； 菅原、1978； 菅原ほか、1981； 

宮脇、1987； 平吹、1991）。扇状地に原生的な林分は

存在しないが、孤立林内にはヒメアオキやハイイヌツ

ゲ、オオバクロモジ、クマイザサなどが出現し、ブナ

の大木も保護されている一方で、扇状地南東部ではモ

ミやイヌシデ、オニイタヤ、ヤブムラサキといった温

帯混交林（平吹、1991）を指標する種も、わずかでは

あるが確認できる。

　胆沢扇状地西方に位置する若柳観測所（39 7゚’8”N、

141 4゚'1”E； 海抜 100 ｍ）の 1979 ～ 2000 年の観測（気

象庁、2001）によると、年平均気温は 10.3℃、最暖月（８

月）の平均気温は 23.2℃、最寒月（１月）の平均気

温は－ 1.7℃で、吉良（1948）の暖かさの指数、寒さ

の指数は、それぞれ 83.0℃・月、－ 19.1℃・月であった。

また、年平均降水量は 1271.9mm で、積雪が 10cm を超

える日数は 37.3 日である。ちなみに、扇頂に位置す

る石淵ダム付近（海抜約 270 ｍ）における積雪は２～

３ｍに及ぶという。

３．調査方法

１）孤立林の定義

　本研究では、孤立林を「直近の林分と空間的に隔た

り、相対的に面積が小さく、形状が定型な林分で、林

冠高が 10 ｍを超えるもの」と定義した。さらに、胆

沢扇状地で見い出された孤立林のほとんどは、程度の

差こそあれ、伝統的な生産活動や暮らしの中で利用さ

れ、成立した林分であることから、機能および立地に

着目して、以下の４タイプに区分した：家屋に付随す

る屋敷林、段丘崖や扇頂寄りの段丘面などに植栽され

た用材林、段丘崖脚部や段丘面小開析谷の低湿地、お

よび共有地（墓所を含む）などに自然に再生・発生し、

緩やかな人為が加わる農用林あるいは半自然林。

２）孤立林植生の把握

　調査対象とした地域は、胆沢川沿いの段丘崖と氾濫

原、および扇端地域（おおむね東北自動車道以東の地

域）を除外した、地形が相対的に均一で、散居型農村

景観が卓越する地域である。

　現地調査は 2000 年 10 月～ 2002 年８月に実施し、

調査地域内を踏査して植生や立地、人為の状況を地形

図上に記録するとともに、相観によって区分した均質

な植分内に方形区（面積 225 m2、原則として 15 ｍ×

15 ｍ）を設置して、植物社会学的手法による植生調

査を行った。林縁の影響を除くために、一辺がおよそ

30 ｍを超える孤立林を調査対象とし、方形区は林縁

から５ｍ以上離れた林内に設置することとした。それ

ぞれの方形区では、区分した階層ごとに地上高と植被

率を調べた上で、個々の出現種について優占度と群度

を Braun-Blanquet（1964）の基準にしたがって判定

した。また、立地に関する諸項目（海抜、斜面方位、

傾斜、微地形上の位置、土質など）や人為の程度（伐

採の時期や強度、林内空間や有用植物の利用状況な

ど）、方形区内に生育するもっとも太い生立木の胸高

直径（地上 1.3 ｍにおける幹直径）とその種名につい

ても調べた。調査を行った方形区の合計は 85 であり、

上位・高位・中位・低位段丘の内訳は、順に７、28、

46、４である。なお、すべての方形区では、2001 年

５月上旬あるいは 2002 年４月下旬に早春植物を対象

とした調査も行い、その結果も統合した。

　得られた資料は種組成表としてとりまとめ、林冠優
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占種に着目した群落区分を行った上で、常在度表を作

成して各群落の特徴を把握した。また、それぞれの群

落の種密度（225 m2あたりの種数）や生育形組成、各

階層を構成する種の優占度についても比較した。優占

の度合いについては、（１）平均優占度（Braun-Blanquet

（1964）の優占度階級の中央値（0.5、3、15、37.5、

62.5、87.5）を積算し、出現した方形区数で除した値）、

（２）出現頻度（調査した総方形区数に対する出現し

た方形区数の割合）、（３）積算優占度（平均優占度と

出現頻度の相対値の和の平均； 沼田（1969）の SDR2）

の３つの指数を用いた。

　植物名は、原則として「日本の野生植物 草本Ⅰ・Ⅱ・

Ⅲ」（佐竹ほか、1981、1982a、b）、「日本の野生植物 

木本Ⅰ・Ⅱ」（佐竹ほか、1989a、b）、「日本の野生植

物 シダ」（岩槻、1992）にしたがった。

４．結果と考察

１）孤立林の植生

　種組成表の作成により、アカマツ植林、コナラ林、

スギ植林、ハンノキ林の４タイプが識別された（表１）。

それぞれの群落における種密度と生育形組成を表２

に、各階層（表１）を構成する主要種の優占度を表３

に示す（積算優占度に着目して、高木層については上

位 5種を、亜高木層・低木層・草本層については上位

10 種をリストアップした）。以下に、群落個々の生態

的特性、立地や人為との関わりについて述べる。

（ａ）アカマツ植林

　アカマツは、強度の人為あるいは自然撹乱を被った

場所に侵入し、一斉林を形成する先駆的樹木であり、

また有用樹種として、貧栄養で、乾燥した立地に盛ん

に植栽されてきた（吉岡、1958； 中西ほか、1983； 宮脇、

1987）。しかしこれらの自然林と人工林は、林分が長

期間にわたって放置されたり、択伐のような森林施業

が加わったりすると、由来が歴然としない状況となる。

今回は、調査した方形区のほとんどで、高木層におい

てアカマツが単独で優勢となり、それら林冠木の樹高

や胸高直径、配列がそろっていたことから、一括して

植林とみなすことにした。

　調査地域内においてアカマツ植林は、扇頂寄りの高

海抜域、特に上位段丘において広範囲に分布していた。

人家から離れた段丘面や段丘崖の上部付近に成立して

いる林分が多く、個々の林分面積も相対的に大きかっ

た。種組成上は、アカマツのほかイソノキやレンゲツ

ツジ、クマイザサ、ゴンゲンスゲ、サラサドウダン、

ススキなどの出現および優勢な生育によって、他の群

落と区分された。

　疎な林冠（平均植被率は 81％）を形成するアカマ

ツには、樹高20ｍ、胸高直径30cmに達する個体が多く、

ホオノキやカスミザクラ、コシアブラといった陽樹が

混交する林分もいくつか認められた。亜高木層も除伐

施業を受けて、未発達で、見通しの利く状態にある林

分が多く（平均植被率は 42％）、コシアブラやカスミ

ザクラとともに、クリやウワミズザクラ、コナラ、ミ

ズキといった陽樹が萌芽樹形を呈して生育していた。

低木層（高さ 3ｍ前後）と草本層（高さ１ｍ前後）の

発達度合いも、除伐の強度と施業後の経過年数に強く

影響されて変化に富んでおり、（１）ササ類（アズマ

ネザサやクマイザサ、ミヤコザサ）が優勢となるタイ

プ、（２）低木（ヤマウルシやガマズミ、カスミザク

ラ、ヤマツツジ、ウメモドキなど）が優勢となるタイ

プ、（３）両者の生育がともに抑制され、林床がヤブ

状でないタイプが見い出された。ササ類が繁茂する林

分では、ヤマツツジやハイイヌツゲ、ウメモドキ、ミ

ツバアケビ、コナラ、ツルリンドウ、チゴユリといっ

たコナラ林と共通する植物の生育が貧弱であった。ま

た、段丘崖の上部付近の林分では、乾燥した立地を指

標するナツハゼやホツツジ、アクシバ、サラサドウダ

ンなどのツツジ科植物が認められた。こうした状況か

ら、種密度は 23 ～ 71 種 /225 m2と林分間で違いが大

きく、生育形組成をみると高木・亜高木・低木種の占

める割合が高い反面、広葉型草本やシダ植物は相対的

に貧弱であった。

（ｂ） コナラ林

　コナラやミズナラ、クリ、サクラ類が優勢となる落

葉広葉樹二次林は、東日本の里地・里山を代表する森

林で、薪炭林や雑木林と呼ばれてきた（守山、1988； 

鈴木、2001； 武内ほか、2001； 石田ほか、2002）。本

稿では、林冠でもっとも優占していたコナラにちなん

で、コナラ林と呼称することとした。

　コナラ林は、調査地域内に小林分が点在するととも
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に、面積のより大きな林分が段丘崖に帯状に分布して

いた。また、扇脚寄りの低海抜域では、墓所を覆って

残存する状況が顕著であった。種組成上は、コナラや

マルバアオダモ、ミヤコザサ、ヤマボウシ、アズキナ

シ、ツノハシバミ、シオデ、アズマザサなどの出現お

よび優勢な生育によって、他の群落と区分された。ま

た、樹木種については多数の萌芽を有する個体も認め

られ、それらはいくつかの階層にまたがって樹冠を広

げていた。

　林冠を構成するコナラは、樹高 20 ｍ、胸高直径

30cm に達し（記録された最大胸高直径は 60.5cm）、ク

リやカスミザクラ、ホオノキ、フジなどの出現頻度も

高かった。また、スギやケヤキ、ウダイカンバ、ケン

ポナシといった用材となり得る樹種も認められ、種が

豊富で、うっ閉した林冠が形成されていた（平均植被

率は 92％）。亜高木層（平均植被率は 63％）ではエゴ

ノキが優勢となり、カスミザクラやコシアブラ、ホオ

ノキ、ウワミズザクラ、アカシデ、アオハダ、マルバ

アオダモといった陽樹も顕著であった。低木層（高さ

３ｍ前後）と草本層（高さ１ｍ前後）の植生は、ササ

類（ミヤコザサやアズマザサ、クマイザサなど）の生

育状況に左右されていた。すなわち、（１）ササ類の

優占度が高く、ササ類以外の種とその植被率が貧弱な

タイプ、および（２）ササ類がさほど優勢とはならず、

エゴノキやハイイヌツゲ、ヤマツツジ、ウワミズザク

ラ、チゴユリ、ウメモドキ、ミヤマガマズミといった

豊富な種が混交するタイプが存在した。このため、種

密度は 30 ～ 72 種 /225 m2と、林分間のばらつきが著

しかった。

　調査地域内のコナラ林は、アカマツ植林の場合と同

様、林分相互の相観や種組成が類似しており、（１）

林齢は 40 年前後と推定され、放置された状況にあっ

たこと、（２）アカマツ植林だけでなく、スギ植林

とも共通種が多かったこと（アカマツ植林に出現し

た 126 種の 81.7％、スギ植林に出現した 270 種の

61.4％に相当する種がコナラ林と共通）、（３）鳥散布

型果実を実らせる種の生育が顕著であったことなどの

特徴が認められた。

　一般に、岩手県南地域の冷温帯に分布する半自然林

では、ミズナラやハクウンボク、オオカメノキ、オオ

バクロモジ、ハイイヌガヤ、クマイザサといった樹種

が優勢となる傾向が認められるが（菅原ほか、1981； 

宮脇、1987； 會田、2000）、こうしたブナ林と結びつ

きの強い樹種は、扇頂寄りの高海抜域の林分で確認さ

れた。ミズナラはコナラに比べて、繰り返される伐採

に対する耐性に劣るとされるが（石塚、1968）、海抜

あるいは人為と胆沢扇状地内における植生変異の関係

については、さらに検討が必要である。

（ｃ）スギ植林

　扇頂から扇端にかけて広範囲に、しかももっとも高

密度に分布しているスギ植林は、胆沢扇状地の散居型

農村生態系を代表する孤立林である。スギ植林は人為

との関わりから、（１）家屋に付随し、小斑状に散在す

る屋敷林と、（２）段丘崖や扇頂付近に帯状・小斑状
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に分布する、やや面積の大きい用材林に大別されるが、

本稿では一括して解析した。種組成上は、スギのほか

サンショウやタラノキ、ハエドクソウ、ミヤマベニシダ、

アマチャヅル、ヤマノイモ、ハシバミ、ウワバミソウ

などの出現および優勢な生育によって、他の群落と区

分された。調査したスギ植林の中には、段丘崖下部や

崖錐といった湿性な立地に位置する林分も多く、また

成林後は常緑性の層厚な樹冠が上層を覆うことから、

日陰の湿潤な環境を指標する下層種が顕著であった。

　スギ植林の高木層では、樹高 17 ～ 24 ｍ、胸高直径

20 ～ 50cm 程度のスギが優勢となり、林冠はゆるやか

にうっ閉していた（平均植被率 84％）。屋敷林では、

クリやコナラの単木が混交している場合もあり、中に

は胸高直径が 60cm を超える巨木もみられた。亜高木

層は発達が悪く（平均植被率 22％）、用材林では被陰

されたスギが、屋敷林ではケヤキ（主に植栽由来）や

ウワミズザクラ、ホオノキ、コシアブラ、エゴノキ、

ミズキといった落葉広葉樹が散在していた。高さ 2～

4.5m 程度の低木層とその下方の草本層の様相は、管

理の度合いに応じて以下のように異なっていた：（１）

かつて間伐や除伐がなされた林分で、ホソバナライシ

ダやハリガネワラビ、ゼンマイ、ミヤマベニシダ、サ

カゲイノデ、リョウメンシダといったシダ植物をはじ

め、チヂミザサやハエドクソウ、ウワバミソウ、ヒメ

アオキ、ニワトコ、ヤマグワ、アマチャヅル、ドクダ

ミといった陰生植物、チゴユリやサンショウ、ヤマウ

ルシ、フジ、サルトリイバラ、ミヤマガマズミといっ

た陽生植物など、多様な植物から構成される林床植生

が発達しているタイプ、（２）管理が不十分な林分で、

アズマネザサやアズマザサだけが優勢なヤブ状を呈し

ているタイプ、（３）間伐がなされず放置された林分で、

林床は暗くて、植生が未発達なタイプ。こうした状況

から、種密度は 34 ～ 81 種 /225 m2と、林分間で違い

が大きかった。

　なお、屋敷林の林床には、サンショウやタラノキ、

アマチャヅル、ウワバミソウ、ドクダミ、ミョウガ、

ウドといった食用・薬用植物が豊富で、一部は植栽に

由来するものであった。

（ｄ）ハンノキ林

　ハンノキ林は、地下水位が常に地表付近に停滞する

ような過湿で、嫌気的な立地に成立する特殊な植生で

ある（中西ほか、1983； Fujita and Kikuchi、1984、

1986； 宮脇、1987； 平吹ほか、2001； 並川・奥山、

2001）。調査地域内では、段丘崖直下の湧水地や段丘

面上の小開析谷の谷底、溜池畔などの低湿地に、小林

分がわずかに認められた。ハンノキやミゾソバ、コバ

ギボウシ、ツリフネソウ、ヒメハッカ、カンボク、ダ

キバヒメアザミなど、ハンノキ林を特徴づける多くの

種が検出された。

　高木層では樹高 20 ｍ、胸高直径 20 ～ 40cm 前後の

ハンノキが単独で優占するが、ヤチダモを伴う林分

も見い出された。亜高木層（高さ８ｍ程度）と低木

層（高さ３ｍ程度）は発達が悪く（平均植被率はそれ

ぞれ 44％、34％）、被陰されたハンノキのほか、ヤマ

グワやズミ、ウワミズザクラ、キタコブシ、ノリウツ

ギなどが散生する程度であった。草本層は植被率が高

く（平均植被率 75％）、ミゾソバやカサスゲが優勢で、

チヂミザサやニワトコ、コバギボウシ、アゼスゲ、ヒ

メハッカといった湿性な立地を好む植物が多数生育し

ていた。また、（１）絶滅危惧Ⅱ類（環境庁自然保護

局野生生物課、2000）に該当するサクラソウが２方形

区で確認されたこと、（２）ミズバショウが１方形区

で群生していたこと、（３）ザゼンソウやスミレサイ

シン、キクザキイチゲといった早春植物が多くの方形

区で確認されたことも注目される。種密度は 20 ～ 64

種 /225 m2で、生育形組成をみると広葉型草本やイネ

科型草本（主にスゲ属の植物）の割合が相対的に高かっ

た。

２）散居型農村生態系における孤立林の意義

　三浦・竹原（2001）は、胆沢扇状地に広がる散居型

農村生態系を、「水田をマトリックスとして、農家の

屋敷林がパッチを、河川や段丘崖の森林帯がコリドー

を形成している伝統的な農村景観」と表現している。

本稿では、（１）孤立林の定義を明確にし、（２）植物

社会学的調査から判明した孤立林４タイプの組成や構

造、立地や人為との関わりについて報告した。その中

で特に注目すべきこととして、識別されたアカマツ植

林、コナラ林、スギ植林、ハンノキ林のそれぞれで、（１）

基本的な組成や構造が、林分によらずかなり均一であ

ること、（２）ササ類の繁茂あるいは林冠の著しい閉
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鎖が、林床植生の単純化を招いていること、（３）固

有の構成種や立地が選択されていること、の３点をあ

げることができる。

　これら４群落の多くは、元来、居住空間を護る屋敷

林として、あるいは段丘崖や共有地に配置された用材

林・農用林として機能し、地域の風土と強く結びつい

た存在であったに違いない。しかし、現存する孤立林

は、高度経済成長期以降の暮らしの変化を受けて放置

され、遷移あるいは荒廃の途上にあると判断されたも

のがほとんどであった。今後、追跡調査を通じて孤立

林の変化をとらえるとともに、住民と自然から構成さ

れる地域（景観）全体を見渡す視点から、望ましい孤

立林のすがたとその創出にむけた適切な管理体系のあ

り方を模索してゆく必要がある。
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